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はじめに
子ども達が教えてくれたこと
　

　 東日本大震災を通してさまざまな経験をしてきた子どもたち
に、音楽を通して夢や希望を与えていくことがエル・システマ
ジャパンの抱える理念の一つである。果たして、この調査で、
夢や希望といった形の見えないものを明らかにしていくことは
できるのだろうか。この疑問を抱えながら、2013年度からこ
の調査を進めてきた。彼らの背景や、彼らの保護者の想い、講
師やスタッフの想いを聞きながら、彼らの変化を追った。

　 教育はシンプルであっても学習は多様で複雑である。夢や希
望を与えたいという願いに対して、参加している個々の抱いて
いる夢や希望は多様で複雑であり、日々移ろっていくものであ
る。けれども少し離れてみると、それが一つの方向を指し示し
ているときもある。それは、元々持っている美しいものに対す
る憧れや癒しである。その美しさは私たちにはわからないし、
報告できるものではない。その美しさを支えようとしている
人、参加しようとしている人、その人たちがどのようなことを
考え、活動し、迷い、願いがあったのかを対象化し、客観視し
て、事実ということを積み上げていくことで、何か少しでも貢
献できることがあればという想いを持って、この研究に勤しん
でいる。
　 福島県相馬市の音楽ホールでは楽器の音だけでなく、時に楽
しそうな声も聞こえてくる。楽器がうまくなりたいと思って活
動している子どもたちは、それだけでない「何か」を同時に体
験しているのかもしれない。年齢の違う子どもたちが曲を演奏
する度に感じる一体感。その一体感を味わうために技術を磨い
ていく。しかし、技術を磨く、つまり楽器と向き合うだけで
は、その一体感を味わえることでもないことを子どもから教え
られたような気がしている。楽器が何層にもなって奏でられる
曲には、演奏している子ども一人ひとりの想いも同時に乗せら
れていた。ここで、一緒に活動していることで生まれた、安心
感や自信が入り交じった演奏だったのだ。
　 東日本大震災という事実だけではなく、そこに生きる子ども
たちが、一人の人間として音楽のすばらしさを享受したい、そ
れを共有したいと思う人がここにはいる。ここに東日本大震災
という事実で停止するだけでなく、次の半歩を、そしてその次
の一歩を歩みだそうとしている。そしてそこに集える活動があ
り、活動が生み出す温かい音楽があることで、生きていくこと
のなかで他のすばらしさで消えることの無い痛みと別の価値を
生み出そうとしている。我々には、生きていくときにさまざま
な代替機能を育てる能力がある。柔軟で強靭な生き物なのであ
る。そうした機能が私たちの心にもあるのかもしれない。
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週末弦楽器教室の関係者と
東日本大震災
　 相馬子どもオーケストラプロジェクトの週末弦楽器教室の活
動拠点となっている場所が現在2ヶ所ある。①相馬市総合福祉
センター、通称はまなす館（福島県相馬市小泉字高池357）と
②相馬市民会館（相馬市中村字北町51ー1）の2ヶ所である。 
相馬市民会館は2010年5月から市民会館の改築が検討されてい
たが、東日本大震災の際に、建屋が損壊し、使用できなくな
り、そのまま解
体された。
 その後、震
災の影響で建
設の先送りを
余儀なくされ
た も の の
2012年7月
に着工し、
2013年9月
に建設工事が
完了した。相
馬市内にある
小学校は全10校であり、参加者は市内8つの小学校通学区域か
ら活動に参加している。（桜丘、中村第一、中村第二、飯豊、
八幡、大野、日立木、玉野） 参加校8つのうち6つの小学校は
活動拠点である相馬市民会館とはまなす館から半径5キロ圏内
にある。玉野小学校は相馬市西部の郊外に位置し、1校だけ離
れている。東日本大震災で津波の被害に遭った小学校は2校あ
りそのうち1校から参加者が来ている。また、参加者85名
（2014年1月現在）のうち1名、指導者1名が南相馬市から相
馬市へ避難している。

エル・システマジャパンとは　
概要
　 家庭の事情にかかわりなく、希望するどんな子どもも楽器の
演奏や歌を歌うことを、グループで学んでいけるということ。
それは芸術を通して自己を表現し、仲間と一緒になって創造の
喜びを知ることである。
　 そして、一人ひとりの子どもが、誇りと自信を持って生き生
きとすることで親が変わり、その周りの人々も変わって、社会
が変革されていくこと、こうしたエル・システマの教育理念の
実現こそが、東日本大震災によって厳しい状況にさらされ、特
に、原発事故による影響を心身ともに受けている福島の子ども
たちの尊厳を回復し、夢と希望を与えることができるのではな
いかという思いから、一般社団法人エル・システマジャパンは
2012年3月23日に設立された。同年5月7日には「音楽を通し
て生きる力を育む」事業の実施運営のために、相馬市と協力協
定書に締結し、7月24日には、本家ベネズエラのエル・システ
マの活動を管轄しているFundación Musical Simón Bolívar 
と了解覚書を結んだ。
　エル・システマジャパンは、2012年4月より市立中村第一小
学校器楽部へバイオリン専門家を派遣、また楽器の購入・修繕
等の支援活動を始め、その後、市内の他小学校における合唱
部、金管バンド、バイオリン教室、鼓笛隊、そして、音楽の授
業等、様々な形において活動を展開。
　 2013年2月には、エル・システマジャパンの支援が入ってい
る学校の子ども達157人が一同に会する「ジョイントコンサー
ト」が、多くの支援者の暖かい応援のもと初めて相馬にて実施
された。同年4月からは、中学生になった弦楽器経験者も継続
して練習ができるよう、週末弦楽器教室」が30人にて始まり、
さらに8月からは希望するすべての子どもが参加できるよう市
内全域に活動を広げた。現在では、未就学児や高校生を含む約
90人の子どもたちが、弦楽オーケストラのメンバーとして日々
練習に励んでいる。
　 また、コーラスも、市立桜丘小学校合唱部をベースに中学生
の合唱部OB・OGが加わった形での活動がはじまり、12月には
震災後再建された新市民会館にて、135名の「相馬子どもオー
ケストラ&コーラス」のデビュー公演を開催する事ができた。

設立経緯
　 南米ベネズエラ発祥のエル・システマは無料で子どもたちに
音楽の基礎知識や楽器の演奏技術を教え、オーケストラの合奏
や合唱に参加する機会を与える音楽・オーケストラ教室であ
る。この音楽や楽器演奏を教えるシステムを通称エル・システ
マと呼び、運営はシモン・ボリバル音楽財団によって行われて
いる。エル・システマはオーケストラやコーラスの参加を通じ
て、子どもたちに集団行動を学ばせ、体系化した音楽教育を行
うことを使命とし、音楽を通して集団としての協調性や社会性
を育みコミュニティとの関わりを作ることを目的としている。
　 エル・システマは子どもたちに最大限の可能性を発揮させ、
成長に重要な価値観を身につける手助けをしている。また、こ
の活動を通して世界の第一線で活躍する優秀なアーティストを

3

＜図1 はまなす館から半径5キロ圏内にある小学校＞

表1 東日本大震災による福島県相馬市の被災状況

地震 震度6弱震度6弱

死者

直接死 439人

死者 関連死 25人死者

死亡届等 19人

重傷者 4人4人

軽傷者 7人7人

鉄道 常磐線相馬駅～亘理駅間常磐線相馬駅～亘理駅間
（福島県ホームページから引用）



輩出している。そして、活動の使命や目的に世界が共感し、イ
ギリスやアメリカ合衆国、日本を含め、50カ国以上の国に導入
され、影響を与えている。（『エル・システマ　 ベネズエラの
音楽の奇跡』、『エル・システマジャパンホームページ』参
照）
　 日本では東日本大震災によって厳しい状況にさらされた福島
の子どもたちが芸術を通して自己表現や仲間と一緒になって想
像の喜びを知り、尊厳を回復し、夢と希望を与えることができ
るのではないかという思いから、福島県相馬市で活動が始まっ
た。 被災地の復興に向けた年月は、まさに今の子どもたちが大
人になる人生の過程そのものである。エル・システマジャパン
は、地元の人々の郷土愛に基づくアイデンティティを大切にし
た、地元に根付いた持続可能な仕組みを築くために相馬の子ど
もたちに寄り添うことを再優先に考えている。

相馬における活動内容と
参加者・指導者の概要
　 相馬子どもオーケストラプロジェクトでは、３つの活動を行
っている。相馬市内にある２つの小学校の器楽部及びバイオリ
ン教室の活動への支援がその１つである。具体的には、弦楽器
の専門家による技術指導や楽器購入・修繕の支援を行ってい
る。専門家による技術指導は、新入部員へ楽器の構え方などの
基礎を一から教えるだけでなくコンクールに向けて曲を作りあ
げる際に、器楽部のみんなや顧問の先生が作っていきたいイメ
ージに沿うような弾き方などの指導もしている。
　 次に、小学校でのコーラス指導である。合唱部へ専門家を派
遣し、アドバイザーとして合唱の指導をしている。現在は１つ
の小学校の活動のみだが、週末弦楽器教室のように週末合唱教
室も展開していき、相馬市内の小中学校の児童が参加できる環
境を作っている。
　 本調査対象である、週末弦楽器教室では、練習を週末の土日
どちらか１日、月に４回程度活動している。現在幼稚園から高
校生までの85名の子どもが在籍しており、調査期間中に一番多
く参加者がいたのは12月15日の72人だった。日本でもベネズ
エラ同様、弦楽器教室は無料で行われ、運営資金は、個人・団
体・企業からの寄付、及び、文科省からの補助金で賄われてい
る。
　 相馬子どもオーケストラの週末弦楽器教室は代表である菊川
穣氏をはじめ、指導者2名、理事兼補佐1名、指導補助のフェロ
ー（大学生や社会人のボランティアスタッフ）16名、現地ボラ
ンティアスタッフ4名、現地運営スタッフ2名（現地コーディネ
ーター、楽器修理業務担当）で構成され、彼らによって運営が
行われている。（2014年1月現在）  
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調査概要

　 本調査は「週末弦楽器教室」として実施されている「音楽を
活用した創造的な体験活動」について児童・生徒が地域社会で
活躍するためにコミュニティ形成の多様な経験が必要であると
いう視点から、体験活動の状況・効果の把握を行うとともに、
「音楽を活用した創造的な体験活動」の可能性についての調
査・分析・評価等を行った。
　 そのために、参加する児童・生徒、参加させている保護者、
指導者・支援者、エル・システマジャパンプロジェクト関係者
の4つのカテゴリを対象に調査を行った。
　 調査手法は質問紙法、インタビュー法の2つで行った。質問
紙法は事前調査、活動中の調査、事後調査の3つの段階で行っ
ている。
　 本調査は「週末弦楽器教室」として実施されている「音楽を
活用した創造的な体験活動」について児童・生徒が地域社会で
活躍するためにコミュニティ形成の多様な経験が必要であると
いう視点から体験活動の状況・効果の把握を行うとともに、
「音楽を活用した創造的な体験活動」の可能性についての調
査・分析・評価等を行った。
　 そのために、参加する児童・生徒、参加させている保護者、
指導者・支援者、エル・システマジャパンプロジェクト関係者
の4つのカテゴリを対象に調査を行った。調査手法は質問紙
法、インタビュー法の2つで行った。
　 質問紙法では、参加者と保護者に対して実施し、参加者に対
しては、事前調査、活動中の調査、事後調査の３種類、保護者
に対しては、事前調査、事後調査の２種類で行った。 
参加者のアンケートでは、事前調査（音楽を活用した創造的な
体験活動（相馬子どもオーケストラ）に関する調査）として、
小学校4年生以上の参加児童・生徒を対象に、週末弦楽器教室
に通う参加者の実態の調査として11個の項目のアンケートを行
った。 児童・生徒向けのアンケートを小学校4年生以上とした
のは「第2回子ども生活実態基本調査報告書［2009年］」が対
象者を小学校4年生から高校2年生としていたためである。この
結果を全国調査と比較している。児童・生徒は44名にアンケー
トを配布し、回収したアンケートは児童・生徒26部だった。回
収率は児童・生徒59.0%だった。
　 活動中の調査では、活動に関するアンケートを10月26日か
ら1月26日まで計11回行い、活動後に8つの項目のアンケート
を行った。
　 事後調査（第2回音楽を活用した創造的な体験活動（相馬子
どもオーケストラ）に関する調査）は、小学校4年生以上の参
加児童・生徒を対象に行い、週末弦楽器教室に通う参加者のク
リスマスコンサートという一大イベントを終え、活動に参加し
たことで見られる変化やこの活動の特徴について９個の項目の
アンケートを行った。
　 保護者のアンケートでは、事前調査（音楽を活用した創造的
な体験活動（相馬子どもオーケストラ）に関する調査）を週末
弦楽器教室に通う参加者の実態の調査として13個の項目のアン
ケートを行った。この結果もまた、全国調査と比較している。 

保護者は73名にアンケートを配布し、回収したアンケートは保
護者48部で、回収率は保護者65.7%だった。
　 事後調査（第2回音楽を活用した創造的な体験活動（相馬子
どもオーケストラ）に関する調査）は、週末弦楽器教室に通う
参加者が、活動を行う以前に比べてどのような様子であるか、
また活動に対する意見も含め、7つの項目のアンケートを行っ
た。
　 インタビュー法は半構造化で行い、活動に関する情報、参加
者の情報、組織に関する情報について聞き、レコーダーとノー
トにインタビューの内容を記録した。
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保護者向けアンケート調査結果
　 プログラムに子どもを参加させている保護者はどのような気
持ちでプログラムを見守っていたか、ということが保護者を対
象として行ったアンケートのねらいである。この調査では、音
楽や芸術に対する意識に対して同様の主旨で取られた全国調査
との比較や、今年度の調査開始時である10月と終了時１月の変
化を見た。
　 はじめに全国調査との比較調査では、ベネッセ教育総合研究
所の「第2回学校外教育活動に関する調査2013」と「第2回子
ども生活実態基本調査報告書［2009年］」をもとに、週末弦
楽器教室に通う参加者の実態を知るために事前アンケートを実
施し比較した。
　 事前調査において、表4・図5・図6から、全国調査に比べて
も値は高く、参加した保護者はこのプログラムに対して子ども
に音楽に触れてほしいという想いが強いということがわかる。
　 音楽や芸術活動の他に表5から英会話・英語教室や計算や漢
字のプリント教材教室に通う子どもが全国と比べ多い。また、
表5から定期的に通っている塾・教室が何もしていないと答え
た保護者が33.3％いる一方で、その他の塾・教室に通っている
子どもが週末弦楽器教室の参加者が27.1%いる。
　図7・図8からは全国に比べ、相馬子どもオーケストラの弦楽
器教室の参加者の保護者は活動に対する金銭的・運営的負担を
感じる者が少ないことがわかる。
　図10・図11の事後調査では、2つの項目でポジティブ回答が
それぞれ97％である一方、ネガティブ回答は見られなかったこ
とから、保護者の持つこの活動への満足度、今後への期待が高
いことがわかる。

表4　子どもの音楽／芸術活動の実態
この１年間でお子様が定期的にしていた音楽活動や
芸術活動はありますか？（週末弦楽器教室は除く）
この１年間でお子様が定期的にしていた音楽活動や
芸術活動はありますか？（週末弦楽器教室は除く）
この１年間でお子様が定期的にしていた音楽活動や
芸術活動はありますか？（週末弦楽器教室は除く）
この１年間でお子様が定期的にしていた音楽活動や
芸術活動はありますか？（週末弦楽器教室は除く）
この１年間でお子様が定期的にしていた音楽活動や
芸術活動はありますか？（週末弦楽器教室は除く）
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図6 子どもが音楽や芸術に触れる機会を増やしたい
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図5 子どもにとって音楽や芸術の活動は必要だ



3%

15%

82%

図11　今後も活動に参加させたいと思いますか
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図10　お子様を活動に参加させたことを満足していますか
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図9 音楽や芸術にかかわる技術が上達する
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図7 活動にかかる費用の負担が重い
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図7 活動にかかる費用の負担が重い
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図8 見学・参観や手伝いなどの負担が重い
表5　子どもの習い事の実態
この1年間で、お子様が定期的に通っている塾・教室はありま
すか。
この1年間で、お子様が定期的に通っている塾・教室はありま
すか。
この1年間で、お子様が定期的に通っている塾・教室はありま
すか。
この1年間で、お子様が定期的に通っている塾・教室はありま
すか。
この1年間で、お子様が定期的に通っている塾・教室はありま
すか。
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表6　弦楽器教室の参加者の習い事
この1年間で、弦楽器教室に参加している子どもが定期的に通
っている塾・教室ベスト5
この1年間で、弦楽器教室に参加している子どもが定期的に通
っている塾・教室ベスト5
この1年間で、弦楽器教室に参加している子どもが定期的に通
っている塾・教室ベスト5
E� �^RWOYO GGCGB

F� TZ�Z�}����Y^ZEV� FKCEB

G� 1�7}18�� ELCLB

H� 6,_%�YXZrx|o�!�� EHCJB

I� ,�}���� LCGB

7



相馬子ども
オーケストラ

図12　日ごろよく話をしたり一緒に遊んだりする友だちの数

相馬子ども
オーケストラ

全国2009年
小学生

参加者向けアンケート調査結果
　 参加している子どもに対してのアンケート調査では、音楽に
よる教育での変容を明らかにしていくために、全国との属性を
比較調査するのための事前アンケート、定期的に活動の後で同
じアンケートを取った経過を見るものと、調査の最後に全体を
振り返ったアンケートを行った。特に本調査では、この活動の
中で、コミュニティ形成を行っていくことを通してそこで他者
とのコミュニケーションにはどのような実態があったのかに着
目した。
　 事前調査において、図12・図13・図14から相馬子どもオー
ケストラの週末弦楽器教室に参加する参加者は全国と比べると
友だちの数や父親や母親との会話の量が多い。「日ごろよく話
をしたり一緒に遊んだりする友だち」のグラフを全国と比較す
ると全国では1.5%の子どもに友だちがいないのに対して、相馬
子どもオーケストラの週末弦楽器教室に参加する参加者には友
だちがいない者がいなかった。また、父親と母親との会話を見
ると、全国2009年の小学生と同様に、相馬子どもオーケスト
ラの週末弦楽器教室の参加者も父親より母親との会話の方が多
いことがわかる。しかし、父親と母親との両方に言えること
は、「友だちのことについて」話す割合が全国2009年の小学
生が父親、母親との会話それぞれ34.0％、47.1％に対し、週
末弦楽器教室に通う子どもは53.8％、84.6％であった。

いない 1人～3人 4人～10人 11人以上
無回答
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23.1
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18
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0

　 経過を追っていくアンケートは、12月23日に行われたクリ
スマスコンサートの前後のコミュニティ形成の特質と変容を見
るために、表7の通り2013年9月から2014年1月の4ヶ月間で
計11回行った。
　 コミュニティ形成の特質と変容に関するアンケートは8つの
選択式設問と1つの自由感想欄設問で構成されている。8つの選
択式の設問は①つよく思う②そう思う③まあまあ思う④ぜんぜ
ん思わないの4つの尺度の選択式で行った。

学校でのできごとについて 勉強や成績のことについて
将来や進路のことについて 友達のことについて
社会のできごとやニュースについて
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34
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44.6
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61.5
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45.5
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図14　母親との会話の比較グラフ
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図13　父親との会話の比較グラフ

全国2009年
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表7　活動中の調査のアンケート項目

活動に関するアンケート調査項目活動に関するアンケート調査項目
1 今日の活動は楽しかったですか

2 今日の活動までに家や学校で練習できましたか

3 今日の活動に集中できましたか

4 今日の活動で新しいことは学べましたか

5 今日の活動は友だちやなかまと協力してできましたか

6 今日の活動で友だちやなかまと相談した場面はありましたか

7 今日の活動で先生の説明はわかりやすかったですか

8 今日の活動の自分には満足できましたか

9 今日の活動の感想を自由に書いてください

 表8　活動中の調査アンケート回収日／部数

回数 回収日 回収部数
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

10月26日 32部

11月3日 51部

11月17日 35部

11月23日 64部

12月8日 57部

12月15日 58部

12月22日 55部

12月23日 61部

1月11日 55部

1月19日 55部

1月26日 60部
 
　 また、新体制となった11月3日からクリスマスコンサート本
番である12月23日までを１クールとしてとらえ、8回のなかで
の変化を見る。11月3日から12月23日を1クールとしたのはク
リスマスコンサートのために11月から指導体制が変わった（以
下新体制と呼ぶ）からである。「活動に関するアンケート」を
取り始めた10月26日までは合奏の形態をとって指導が行われ
ていたが、個別指導が主な指導内容であった。11月からは体制
が変わり、経験者の活動時間が長くなっただけでなく、経験者
や初心者が指導者によって意図的に組まれたコミュニティで練
習する指導法が加えられた。経験者は小学校の器楽部に所属、
もしくはより長く楽器に触れた経験のある者で構成される「1
軍」と1軍よりも弦楽器経験の浅い「2軍」にわけられ、それよ
りも経験の少ない初心者の3段階に分けられている。
　

新体制による変化

　図15（今日の活動で新しいことは学べましたか）においては
10月26日の次の練習日の11月3日に急激に増加約30％の増加
が見られる。その後、12月22日までの練習において減少して
いき、12月23日にまた増加している。
　要因として考えられるのは、11月より練習の体制が変わり、
今まで別々に練習していた初心者と経験者の子が一緒に練習に
参加するようになった新体制の導入が考えられる。経験者が初
心者とペア（もしくは3人以上一組）で練習が行われたため、1
対多の構造であった先生やフェローの人が順番に教えに回って
くれるときに比べ、個々に対応した指導をすることができ、新
しいことを学んだ人が増えたと考えられる。
　さらに、11月3日の練習より12月のクリスマスコンサートで
演奏する曲の楽譜が新たに配布された。11月3日から初めて練
習する曲があったことから、新しいことを学んだと回答する人
が増えたと考えられる。
　2回目～7回目までに「つよく思う」と答えた参加者の数が減
少傾向にあるのは、練習時間の増加と、徐々に新たな体制に慣
れていき、新鮮味を感じなくなったことが考えられる。

　図16（今日の活動で友だちやなかまと相談した場面はありま
したか）は初回に「つよく思う」と回答した参加者が19%だっ
たが、11月3日には37％まで増加している。これは11月より
練習の体制が変わり、今まで別々に練習していた初心者と経験
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図15 今日の活動で新しいことは学べましたか
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図16　今日の活動で友だちやなかまと相談した
場面はありましたか



者の子が一緒に練習に参加するようになったことで、相談する
場面が増えたことが考えられる。また、すべての回を通して否
定の回答があったのが設問6だった。この設問は参加者の協働
性を見るための項目として入れた。調査開始初日であった10月
26日は初心者と経験者が共に練習する新体制前であったため、
25％の参加者に相談した場面がなかったという回答が出た。新
体制後否定的な回答は減少したものの2～10％の割合で友だち
やなかまと相談して活動を行う場面が見られなかった。新体制
によって友だちやなかまと相談する機会は増えたが、やはり以
前から友だち同士ではない場合はちょっとした相談も練習中に
友だちやなかまにするのが困難な場合が見られる。さらに、パ
ート・分奏で練習する場合、必ずしも仲が良い友だちと同じパ
ート・同じ楽器を担当しているわけではないので、なかまに声
をかけづらいこともあると考えられる。

   
　 図17（今日の活動の自分には満足できたましたか）は10月
26日に38％、12月23日のコンサート当日は72%と34％増と
いう結果になった。10月26日から11月3日、17日と減少し、
その後また徐々に増加していくことが見られる。11月3日や11
月17日に減少していることが見られるのは、10月26日のデー
タと比較してその日のアンケートに参加した人数に変化がある
ことも大きな要因と言える。
　また、10月26日から11月17日に減少の原因として考えられ
るのは、新体制になり、自分と同じくらいの年齢や少し年上の
人と自分を比べた初心者が自分に満足していないことや11月3
日～11月17日の練習までに期間が2週間（11月10日に作曲教
室があり、普段の練習ではなかったため）空いたため、練習の
頻度が下がったということも考えられる。
　図15（今日の活動で新しいことは学べましたか）の項目以外
の7項目で12月23日のクリスマスコンサートの本番で「つよく
思う」の回答が最も大きな値になった。設問3の今日の活動に
集中できましたかという質問では、77％もの参加者が「つよく
思う」と回答している。子どもたちにとってクリスマスコンサ
ート本番はいつもの練習とは異なるようで、自己満足度も高か
った。自由感想欄にも「楽しかった」（18人）、「よかった」
（10人）「練習の成果が発揮できた」（2人）などの回答が目
立った。また、「むずかしかった」（4人）、「まちがえた」
（3人）などの回答もあった。しかし、多くは逆接の表が使わ
れていて、子どもたちにとってもむずかしかったことやまちが
えたこと以上に達成感があると推測できる。
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図17 今日の活動の自分には満足できましたか

集中力の高さ

　図18（今日の活動に集中できましたか）の「つよく思う」と
「そう思う」の合計は初回から常に80％を越えている。10月
までの練習は初心者の練習時間が約2時間、経験者の練習時間
が約3時間30分だったのに対し、11月からは初心者の練習時間
は変わらないが、経験者の練習時間が5時間30分と約1.5倍に
なった。しかし、練習時間に関係なく、値は80％を切ったこと
はない。休憩もなく2時間ほど練習をする場合もあったが、変
化は見られなかった。（12月15日）長時間の練習にも集中し
て取り組めたということがわかる。常に同じ曲や同じ体制で練
習するのではなく、個別指導やパート練習、初心者と経験者が
ペア、もしくは3人以上での練習、いくつかの曲に取り組む、
全員で合わせる合奏などさまざまな練習形態があるため、切り
替えがうまく集中できる仕組みになっていると考えられる。

教え合いのシステム　

　図16「今日の活動で友だちやなかまと相談した場面はありま
したか」という問いに対して、初回に「つよく思う」と回答し
た参加者が19%だったが、第2回には37％まで増加している。
これは第2回より練習の体制が変わり、今まで別々に練習して
いた初心者と経験者が一緒に練習に参加するようになったこと
で、相談する場面が増えたことが考えられる。また、すべての
回を通して否定の回答があったのがこの問いだった。新体制後
否定的な回答は減少したものの2～10％の割合で友だちや仲間
と相談して活動を行う場面が見られなかった。新体制によって
友だちや仲間と相談する機会は増えたが、やはり以前から友だ
ち同士ではない場合はちょっとした相談も困難であったのだろ
う。「友だちや仲間に教えた／教わったことがあったか」とい
う問いに対しては、図19／図21の結果となった。記述回答に
は、弓順やポジションの使い方を教わったり、やり方が分から
なかったときに先輩におしえてもらったりしていたなどと、技
術面においての記述が書かれていた。
　 また、一方的に教わるだけでなく、協力してわからないとこ
ろを一緒に練習する場面もあった。この活動の特徴として、年
少者でも演奏が長けている子に何のためらいもなく、年長者が
弾き方を教えてもらうことができることがあげられる。経験者
のなかでも、年長者と言えど、楽器の経験年数は年齢に比例し
ない。幼少期から個人レッスンに通っている者もいれば、小学
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図18 今日の活動に集中できましたか
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校の部活で楽器に初めて触れた者もいる。また、小学校の器楽
部では耳から音楽を覚えるように指導しているため、楽譜はお
おむね読めるものの、きちんと把握している者が少ない。その
ため、年少者で楽器経験が長い者やピアノ等その他の楽器をや
っており、楽譜が読める者が年長者に演奏方法や楽譜の読み方
などを教えている場面に遭遇することが多くあった。年齢に関
係なく、このような関わりを持てることもこの活動の特徴と言
えるだろう。友だちや仲間に教わったことがある人は、94％い
て（図21）、教えたことがある人が50％いる（図19）。ここ
から言えることは、教えることと、教わることは多層性を持っ
ているということである。
　 教わったことがある人が多いのは、さまざまなところに教わ
る機会があり、教える人は半分しかいなくても、教わることは
多様にあった、つまり、内容が豊富であり、教えてもらう機会
が多かったということだ。教えることしかしなかった人は６％
のみであり（図21）、他の参加者はどこかで学び手となってい
たのだ。
　 協力する場面は互恵的な関係として捉え直すと、６割強の人
が協力することを活動の中でやっていた。

ある ない

50% 50%

図19　友だちや仲間に教えたことはありましたか

31%
69%

図20　友だちや仲間と協力する場面はありましたか

6%

94%

図21　友だちや仲間に教わったことはありましたか

アンケート調査結果
　 保護者を対象としたアンケートの調査からは3つの特質が見
られる。１つは、相馬子どもオーケストラの週末弦楽器教室に
通う参加者の保護者は音楽に関係する活動への意識が高いこと
がわかった。もう１つは、音楽に関する活動の他には英会話・
英語教室や計算や漢字のプリント教材教室に通う子どもが全国
と比べ多いということ。３つ目は、全国に比べ、相馬子どもオ
ーケストラの弦楽器教室の参加者の保護者は活動に対する金銭
的・運営的負担を感じる者が少ないということである。
　 また、参加者を対象としたアンケートの調査から2つの特質
が見られた。相馬子どもオーケストラの週末弦楽器教室に参加
する参加者には「日ごろよく話をしたり一緒に遊んだりする友
だち」がいない者がいないということ。
　 また、父親と母親との会話を見ると、「友だちのことについ
て」話す割合が全国2009年の小学生よりも週末弦楽器教室に
通う子どもの方が父親との会話は19.8%、母親との会話は
37.5%も多いことがわかった。
　 活動に関するアンケートからは3つのことがわかる。１つ
は、11月の新体制による変化である。11月の新体制から新し
いことを学ぶ機会が増え、友だちやなかまとの関わり方が変化
した。また、他者との関わりのなかから自分への満足度に変化
が見られた。
　 ２つ目は、12月23日の本番での数値の増加である。本番の
アンケート結果が7つの項目で8回のアンケート調査のなかで最
も高かった。自由回答欄には「むずかしかった」（4人）、
「まちがえた」（3人）などの回答もあったが、多くは逆接の
表現が使われていて、子どもたちにとってもむずかしかったこ
とやまちがえたこと以上に達成感があると推測できる。
　 ３つ目は、集中力の高さの3つがあげられる。練習の時間に
関係なく、80％を超える参加者は集中力があることがわかっ
た。
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インタビュー調査結果

講師のお二人に、週末弦楽器教室で感じていることや想
いをインタビューしました。

インタビュー①　：須藤氏

ー弦楽器教室に参加するきっかけは

須藤氏：ある日突然市役所から電話がかかってきました。「子
どもオーケストラをたちあげたいんです」と言われて、「やり
ます」と即答しました。この話を聞いたときに、「ジュニアオ
ーケストラ」を相馬で作ることができると思いました。以前か
ら、いずれは作りたい、あったらいいねという話はしていたの
ですが、予算や活動を仕切れる人がいないなどの問題があって
断念せざるをえませんでした。オーケストラも同じですが、こ
の指止まれと先陣を切ってくれる人がいないとなかなかできな
いのです。

ー相馬子どもオーケストラの立ち上げのとき、須藤さんはすで
に相馬にいらしたのですか

　 市役所からの電話は、避難して1年目のときでした。ちょう
ど３月頃です。私はもともと小高（南相馬市の一部で南相馬市
のなかで南に位置する場所）にいました。当時は避難中で、仕
事もなく、家で過ごしていました。

 ー相馬市内の小学校の器楽部に指導に行っているとお聞きしま
したが、その活動のきっかけは何ですか

　 エル・システマジャパンが小学校でも支援をするということ
で、教育委員会から連絡が来て、私が小学校に派遣されていま
す。

ー小学校ではどういう指導をしていますか 
　

　 最初は、小学校も４月になると新人が入ってくるので、その
新人を教えています。もともと在籍している子たちは小学校の
器楽部の先生が教えています。新人の子たちには構え方、弾き
方などを１から指導しています。私が最初に小学校で教え始め
た子たちは、週末弦楽器教室に来ている小学校５年生（平成25
年）の子たちです。

―週末弦楽器教室で使っている楽器はどのようにして入手した
のですか？

　 譲り受けたものや、寄付を呼びかけて集まったものです。全
国から私の自宅に楽器が届きました。全部、磨いて、弦を張り
替えて、修理して使っています。

ー集団で教えることの難しさは何ですか

　 週１回だけここに来たときに弾く子と、毎日家で練習してい
る子は、個人差が出てくるので、一緒に始めても全然違いま
す。なので、習熟度や練習の進度が違う、子どもの足並みを揃
えることが難しいです。ある小学校の器楽部には今年、21人の
新人が入ってきます。そのうち、週末弦楽器教室に来ている子
が５～６人いて、経験のない子に教えてくれています。私が
「面倒を見なさい」と言ったわけではなく、自発的に見てくれ
る子がいるから、よかったなと思っています。

ー先生は技術指導だけでなく、編曲や分担を決めたりしていま
すよね。他にはどのようなことを支援していますか

　 譜読みはすべて見ます。曲をまとめていくのは器楽部の顧問
の先生が見ています。器楽部の先生がこういう音にしたい、こ
ういう風にしたいというときに、どう弾けばいいかという弓の
使い方などの指導は私がやっています。

ーこれから週末弦楽器教室でやっていきたいことは何ですか
12



　 みんなが家庭学習でできる短い曲を毎週やっていこうと思っ
ています。音階の練習にもなりますし。

ー先生ご自身が、週末教室で指導するときに意識していること
は何ですか

　 なるべく置いてきぼりを作らないようにしています。でも、
そこがグループレッスンの難しいところです。できる子は待っ
ていてくれますが、彼らと一緒にこの活動の根幹にある「教え
合い」の実践を行っていきたいですね。自分ができるだけでな
く、教えることができる。教えることができるということは、
よくわかっている必要があります。
　 あと今後の課題としてあげられるのは技術的なところです。
他にも、子どもたちに強く言わないようにしようと努めていま
す。ついつい指導に熱が入ってきてしまって。なるべくソフト
にしようとがんばっていますが、やるからにはしっかり演奏し
てほしいと思っています。個人レッスンではとくに厳しくとい
うか、正確な音を求めてしまいます。

ーどういう音楽作りをしているのですか

　 きれいな曲を弾きたいです。誰かに聞いてもらうために練習
しているのだから、苦痛をあたえてはいけませんと子どもたち
には言っています。自分が弾けましたという自己満足ではいけ
ないと思います。

ー今後の活動に必要なことは何ですか

　 初心者に教える人がほしいと思います。最初が一番肝心で
す。もっと指導者がいればいいと思います。もともと弦楽器は
マンツーマンでやる楽器という側面が強いので、一人ひとりき
ちんと見ないといけないと思います。

ー今後の課題は何ですか

　 練習以外の仲間作りや精神的な部分の課題がありますかね。
いじめや喧嘩のない雰囲気作りをしていくことです。自分から
集団に混ざらず、いつも１人の子が気になります。誰とでも仲
良くなれる環境や、友達が増えるような仕組み作りをしていく
ことも視野に入れています。名刺交換などをして、毎週１人ず
つ友達をつくっていくというようなことをやってもいいかなと
思っています。

須藤　亜佐子（すどう　あさこ）
相馬市出身。相馬女子高等学校より宮城学院女子大学音楽家で
ヴァイオリンを専攻（昭和53年）卒業。
オアシス音楽教室のヴァイオリン講師を務める。また「ストリ
ング・ジョイ」弦楽合奏団を創り活動していたが、震災（避
難）のため中止せざるをえなくなり、実家にもどっていたとこ
ろ、エル・システマと出会う。現在、子どもたちを指導してい
る。
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インタビュー②　：浅岡氏

ーどういうところに気をつけて子どもに指導していますか

浅岡氏：練習中、私はさまざまな場所を見ています。私がやら
なくてはいけないことは、そこでの教育全体を改善することで
す。どうやって教えているのか、教わっているのかというとこ
ろを中心に見ています。そこで、生徒一人ひとりとコミュニケ
ーションをとり、楽器のマニュピレーション、体の意識の使い
方を徹底的に教えています。

ーフェローの方はどのような存在ですか

　 残念ですが、まだ子どもに教え切れていない部分もありま
す。だからといって、それがいけないということではなく、彼
らが今学んでいる状態だと思っています。彼らも子ども達から
学んでいて、相互に学びがあります。教えるスキルも経験も無
いけれども、そこで焦る必要は無いと思います。ただ、そこで
共有していくものをつくっていかなければいけません。今日彼
が来て、また明日別の人が来ると、学びが右往左往して、チェ
ックポイントが混乱してしまうのです。そうならないよう、私
が統括しています。より効率の良いメソッドや、彼らの手法や
教え方をピックアップしています。

ー先生とフェローの方々はどのようにコミュニケーションをと
っているのですか

　 私が気になったフェローには連絡して、東京や、時にはバス
の中で指導をしています。演奏ができリーダーシップが取れる
方も、話を聞くと初心者にどう教えたらいいかを迷っていま
す。彼らは、３歳くらいから楽器を弾いてきているから導入の
部分を教えてもらった経験が無いのです。そういう意味では大
人になってから始めた方の方が、丁寧に指導ができたりしま
す。ただ、どちらも必要で、どちらも課題があります。アマチ
ュアであまり弾けない方は自分の技術を磨く必要があるし、演
奏家としてやっている方は、全く経験の無い相手にどのように
技術を教えるかを磨く必要があります。

ー子ども達と同じようにフェローの方を見られているのですね

　 私は子ども達を上手にするという課題があります。そのた
め、フェローは貴重なリソースで、彼らを教育するということ
が大切になる。また、現地の須藤先生をはじめとした方々によ
り良い音楽環境であることに啓蒙していかなければならないの
です。

ーフェロー同士でも、意見は共有されているのですか

　 コミュニケーションを取り始めていると思います。環境も、
年齢も、モチベーションも、楽器もさまざまな中でコミュニケ
ーションは取りづらいと思いますが、その場を作ることも重要
だと考えています。フェローの教育とコミュニケーションが、
子どもに与える影響は大きいです。

ーエル・システマは普通のマンツーマンの音楽教室とは異なり
ますか

　 違うと思います。情報化社会の中、リアルなままの集合知の
ようなものをここで醸成できていくと、一番良い結果が出ると
思います。実際に今学んでいる子が、小学校のクラブで教えて
いるというのも聞きます。そのエリア全体で教育が段々敷衍し
ていくことが大事だと思います。伝統的な音楽教育は、徒弟制
度で口伝のものが多いですから。

ー他の音楽教育との違いを具体的に教えてください

　 ここでは、「やらなきゃいけない」という悲壮感がありませ
ん。音楽をやってきた子には楽器を涙で濡らした子が多く、私
はそれが一番問題だと思っています。「何のために音楽をする
のか」という問いに、芸事をきちんとするためということでは
なく、みんなで素晴らしい価値を共有した世界を体感すること
ができるということが大事です。特に中高生の多感な時期はな
おさらそうで、これは一生の財産になります。クラシックの曲
目というのは、数百年レベルで受け継がれているので、彼らが
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大人になったら子どもに受け継ぐこともできます。モーツァル
トやビバルディなど、これから高度で純粋な音楽を楽しめるよ
うになると、さらに豊かな経験が待っていて、そうするとます
ます音楽が好きな人が出てくる。今参加している子ども達も
２、３年したらフェローになれます。そうなったときに、地域
ならではの文化となります。

ー初心者には音楽の楽しさを教えているのですね

　 その通りです。まずは楽器を鳴らす苦痛を取り除いてあげる
ことです。たとえば、自転車に乗って漕ぎ出すまでは転んでば
かりいます。バランスを取って漕げるようになるまで地道な作
業です。そこを大切にして、走り出せるようになると色んな所
へ行きたくなることは、音楽も同じです。ここの子ども達は比
較的早くできるようになり、さらにフォームもきれいになって
います。自己流でやってきた人はフォームを直せないことがあ
り、そのフォームを直すことの方が初心者を指導するよりも難
しいです。ですから、幼い頃から快適なメソッドで指導を受け
ていた方がいいのです。

浅岡　洋平（あさおか　ようへい）
東京芸術大学・大学院にて学んだ後、ロータリー財団の奨学生
としてジュリアード音楽院へ留学。チェロの演奏技術だけでな
く、ダルクローズ・メソッドやアレキサンダー・テクニーク、
ルドルフ・ラバンの身体動作表現理論など、音楽と身体の関係
についても探究している。
日本へ帰国後は株式会社HANDSONを設立し、教育活動や演奏
会の演出・プロデュースに取り組んでいる。
2013年4月からは福島県相馬市において、一般社団法人エル・
システマジャパンのアドバイザーとして、子どもたちを指導し
ている。
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考察
　 本調査は、エル・システマジャパンが展開している「相馬子
どもオーケストラの週末弦楽器教室」を「音楽を活用した創造
的な体験活動」と位置づけ、その体験活動が生成するコミュニ
ティの特質を明らかにすることをめざしている。
本調査では、参加者や保護者の意識調査にもとづく特質、コミ
ュニティ形成の特質の変容から3点の考察を得られた。
　 結果として、未曾有な震災や津波の被害を受けながらも、子
どもたちの音楽を通した成長を期待している保護者の姿があき
らかになり、子どもたちは演奏会に大きな意味を見いだし、練
習形態としての経験者と非経験者の組合せによる「教え合いの
システム」を通して成長していることがあきらかになった。
　 エル・システマジャパンの活動は、プログラムに参加したい
という所属学校も経験年数も異なる子どもたちを出来るだけ受
容したいという目的を基盤としている。そして、異質な子ども
たちが作り出す音楽を学習する現場の混乱に対しては「教え合
いのシステム」で対応しながら、異質な子どもたちそれぞれが
達成感を得られる定期的な演奏会にもれなく参加させることに
よって構成されているのである。これらの結果は、相馬市を含
め近隣の地区では子どもの吹奏楽の活動への関心が高い地域性
があったことも含めて、エル・システマジャパンの活動が早期
に地域社会で受け入れられていることも示している。
　 音楽のアートによる教育の場面では、教え学びの関係が中心
であるわけではなく、オーケストラレイションと呼ばれる協働
的な場面があると言える。つまり、オーケストラを学ぶという
ことは、協働を学ぶということとして位置づけられるのだ。参
加者は、他者を意識しながら共鳴関係を築いていくのである。
この活動において、オーケストラが進んでいくということで、
協働が進むという因果関係がわかれば、この活動も広がってい
くことが期待される。
　 また、子どもたちが「教える、教わる」「協力する」の２つ
の関係の境目をどう捉えているのかが、今後の研究の視点にも
なる。教える教わるというのは、協力の関係と重なり合ってい
るのである。つまり、ミッションから見れば教え教わるという
のは、１つのミッションに対する協力なのである。そこに子ど
もたちが気がついていくということが今後の研究課題なのであ
る。また、コミュニティ形成としてコミュニケーションを互恵
的にとりあっていくことと、オーケストラをつくっていくとい
うことは、入れ子の関係として見ていくことができる。そのと
きに、そのオーケストラならではのことに価値をおくことが最
も重要なことである。そこに一般的な上手下手という価値だけ
ではない、何が相馬「ならではのこと」なのかを、今後見てい
く必要がある。それは、エル・システマジャパンの相馬のプロ
ジェクトの仕組みに埋め込まれているはずである。
　 今後の調査では、エル・システマジャパンの活動の潤滑油と
して機能している〔フェロー〕という名の学生ボランティアた
ちが生成するエル・システマジャパンならではのコミュニティ
形成の特質をあきらかにしていきたい。

16



おわりに

変わらないことから見えてきたこと
苅宿　俊文

　 私がエル・システマジャパンの相馬子どもオーケストラの活
動を調査するきっかけは、知り合いの音楽大学の先生とアメリ
カで活動している音楽関係者からの紹介であった。代表の菊川
氏に会う前、エル・システマジャパンのwebを見ると、「子ど
もに夢や希望を与えたい」というメッセージが目についた。正
直、手垢のついた言い古された言葉であると感じたり、子ども
とアートが結びつくと必ずといっていいほど出る言葉であると
思ったり、その言葉でしか語れない何かが埋め込まれているこ
とを期待して、お会いしたことを思い出す。
　 菊川氏は、やりたいこと、やっていることと、やれることの
三つの間に大きなズレを感じさせない語り口で今やっているこ
とと、これからやりたいことを語った。そして、私はお引き受
けする時に、研究的な客観性を持って拝見しなければいけない
ので、お涙頂戴のサクセスストーリーや感動物語として報告書
は書けない。そのため、がっかりすることが無いようにお願い
します。と申し上げると、そのようなことは当たり前で、私も
自分が当事者なので、何をやっているのか見えなくなるときも
あり、遠慮なく調査してください。というお返事を受け、引き
受けることを決めた。
　 なぜ、初対面なのにはっきりと申し上げたか、それは、私自
身研究室として、あるいは個人的に被災地区の学校教育の調査
に携わる時、幸いに調査した対象の実践では見受けられなかっ
たけれども、その周辺で、はじめからお約束の結果が感動的に
語られているような報告も散見され、そのことが地道な積み上
げが必要な被災地区の学校支援や教育活動の妨げになる誤解を
生み出していると感じているからだ。それに菊川氏は、国際機
関に属し、海外で被災支援のマネジメントに長い期間従事され
ていたことを知っていたので、はっきりできないことはできな
いと申し上げる意味がストレートにわかってもらえると思った
からだ。
　 私たちが調査し、データを通して見ると、そこには大きな躍
動感を持って広がったり、不可避な困難によって落ち込んだり
するような変化が常にある場ではなかった。有り体に言えば、
何も変わらない繰り返しであったと言える。調査という視点で
考えると、変わらないということには、もちろん意味がある。
変わらないということは、維持し続けていくという意思が共有
されていることが裏側に見えてくる。つまり、どんな活動で
も、上がり下がりの場面は、見受けられるものだ。特に、鳴り
物入りで始まった活動では、ある盛り上がった情熱が冷めた後
に急速に参加者が減ったり意欲が失われたり、何のためにやっ
ているのかという問いが生まれてくるものがある。今回の相馬
子どもオーケストラでは、そのような上り下がりを感じること
は無かった。それは、関係している多くの方達が維持していく
ための何かを日々続けられていたためだろう。
　調査は、限定的に変容を見ていくため、そのすべてが終わっ

た後で、推測されることがらについて、なかなか検証できるデ
ータを持ち得ていない。このことは、今後、同様の機会が得ら
れることがあれば十分に配慮すべき事項として心に留めてあ
る。変わらないということは、動かないということではない。
そのまま放っておけば崩れたり無くなったりしていくことを支
えているから変わらないわけで、活動の動きというものを見る
ことはできたといえる。
　 維持していることから、３点見出すことができた。子ども同
士の教え合いの関係である。固定された教え手、固定された学
び手という関係ではなく、誰もが学び手、つまり教えてもらえ
る関係がそこにはあるということなのである。それはあたかも
異年齢で外遊びをしているような状況に似通っているのかもし
れない。誰にでも問いかけができ、誰にでも教えていける、そ
のような場が生まれていた。保護者の人達は、子ども達に対す
るこのオーケストラに参加している意味をしっかり確認し、高
い意識を持って支えていたことも明らかになった。そして、教
え手や運営の人達は、常に対話し、相談していたことも固定的
な状況によるものである。この相談が多くあったということは
何なのか。それは、教え方や子どもとの付き合い方や、その場
が持っている意味の問い直しなどの、場としての試行錯誤が常
に行われていた、ということである。
　 もともと、エル・システマというのは、南米で生まれた音楽
の教授法であり、その教授法を確実に確立するための運営方法
として出来上がったものである。しかし、この「システム」は
現場に入るときに柔軟でなければならないということを生成さ
れたときから常に維持しているものなのだ。貧しい人々やチャ
ンスが乏しかった人達の現実は、多様で複雑な困難を抱えてい
る。だから一元的ないい方法を押し付けることで解決するよう
な単純なものではない。ゆえに、この相馬という現場でも、そ
の子ども達や保護者や運営する人々にとって、試行錯誤しなが
ら模索し続けていくことが、変わらない安定を生み出すという
「システム」として機能したのだろう。我々は、相馬だけでな
く、日本という社会がこれまでの当たり前だけでなく、自分に
とって未知な当たり前を受け入れていくことが約束されてい
る。この試行錯誤を繰り返しながら持続可能な安定を求めてい
くこととオーケストラレイションと呼ばれる互いを互恵的な存
在として認め合いながら、より良いものを生み出していく活動
と２つをコインの裏表のように持っていることに多くの方々が
理解していただけることを期待して調査を終えた。
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